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E年頭の静

富
山
県
知
事

中

沖

ム
広
三

県政'99特集

特集県政'99一年のできごと

か
け

県では昨年、健康・福祉、教育・文化、景気対策など

県民二一ズに応えるための施策に取り組むとともに、

人づくり、交通・情報通信体系の整備、環日本海施策

など21世紀に向けた県づくりを進めました。

ここでは、昨年一年間の県政を政策の柱に沿って振り

返ってみましょう。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
西
暦

二

0
0
0年
の
輝
か
し
い
初
春
を
、
県
民
の
皆
様

と
と
も
に
寿
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

現
代
は
、
凶
内
外
と
も
、
ま
さ
に
天
変
動
の
時
代
」

で
す
が
、
こ
う
し
た
先
行
き
不
透
明
な
時
代
こ
そ
、

何
よ
り
も
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
、
ま

た
、
こ
れ
を
勇
気
を
持
っ
て
実
行
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す
。

寓
山
県
で
は
、
新
富
山
県
民
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

「人
守
つ
く
り
」
「
郷
土
づ
く
り
」
「
産
業
づ
く
り
」
の

二一

つ
の
政
策
を
柱
に
、
全
国
に
誇
る
こ
と
の
で
き

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
き
て
い

ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
準
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
知
恵
と
汗
を
出
し
、

「
県
民
の
計
画
」
「
先
見
性
の
あ
る
計
画
」
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
富
山
県
は
、

三
つ
の
方
向
を
め
ざ
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
富
山
県
は
大
変
「
住
み
よ
い
県
」
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
「
住
み

た
い
県
」
へ
発
展
す
る
こ
と
で
す
。

二
つ
は
、
環
日
本
海
時
代
を
迎
え
、
「
環
日
本
海

交
流
の
中
心
県
」
へ
飛
躍
す
る
こ
と
で
す
。

三
つ
は
、
こ
う
し
た
施
策
を
実
行
す
る
た
め
に
、

人
づ
く
り
を
進
め
、
「
人
材
育
成
の
パ
イ
オ
ニ
ア
県
」

を
め
ざ
す
こ
と
で
す
。

健
康
・
福
祉
の
増
進

・
県
民

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
健
康
明
つ
く
り

を
お
手
伝
い
す
る
富
山
県
国
際
健
康
プ
ラ
ザ

(
と
や
ま
健
康
パ
l
ク
)

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

〈

7
月
〉

-
第
三
十
五
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
が

皇
太
子
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
〈
7
月
〉

-
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
(
ケ
ア
プ
ラ
ン
)
を
作

成
す
る
介
護
支
援
専
門
員
の
養
成
な
ど
、
介

護
保
険
制
度
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
た
準
備

を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
九
月
に
は
、
介
護
保

険
制
度
を
マ
ン
ガ
で

わ
か
り
や
す
く
説
明

し
た
冊
子
を
各
世
帯

に
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
に
、

①
健
康
、
福
祉
、
教
育
、
文
化
、

産
業
、
景
気
対
策
な
ど
、
県
民
ニ

l
ズ
に
応
え
る

こ
と
、

②
環
日
本
海
施
策
、
高
速
交
通
体
系
や
情

報
通
信
基
盤
の
整
備
な
ど
、

二
十

一
世
紀
の
県
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
、

③
少
子
・
高
齢
化
時
代
を

迎
え
、
明
る
く
元
気
な
子
ど
も
や
高
齢
者
を
つ
く

る
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
は
、
い
よ
い
よ
2
0
0
0
年
国
体
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
千
年
紀
(
ミ
レ
ニ
ア
ム
)

に
開
催
さ
れ
る
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
国
体
」
で
す
が
、
県

民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
国
体
を
成
功

に
導
き
、
富
山
県
が
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
大
き

く
飛
躍
す
る
契
機
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く

た
め
、
住
民
と
地
方
が
主
役
と
な
る
「
地
方
集
権
」

の
実
現
と
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
め
ざ
す
「
行

財
政
改
革
」
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
辰
年
。
辰
は
意
気
盛
ん
に
し
て
天
空

を
朔
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
二

O
O
O年
と
い
う
節

目
の
年
に
、
県
民
の
皆
様
が
元
気
よ
く
活
躍
し
、

富
山
県
が
大
き
く
飛
刻
し
ま
す
よ
う
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

新
年
に
あ
た
り
、
県
民
の
皆
様
の
県
政
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま

し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

-
福
祉
を
支
え
る
人
材
の
養
成
、
福
祉
や
介

護
に
つ
い
て
の
情
報
受
発
信
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
支
援
な
ど
を
行
う
富
山
県
総
合
福

祉
会
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
〈
日
月
〉

生
涯
学
習
の
推
進

.
県
立
図
書
館
が
リ
ニ
ュ
l
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

利
用
時
間
を

一
時
間
延
長
(
平
日
は
午
後
七

時
ま
で
)
し
た
ほ
か
、
貴
重
本
を
デ
ジ
タ
ル
画

像
で
閲
覧
で
き
る
情
報
プ
ラ
ザ
を
新
設
す
る

な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
ま
し
た
。
〈
7
月
〉

-
中
学
二
年
生
が
学
校
外
で
職
場
体
験
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う
社
会
に
学
ぶ

十
四
歳
の
挑
戦
を
実
施
。

地
域
と
連
携
し
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
の
個

性
や
豊
か
な
心
存
v

育

て
る
教
育
存
進
め
ま

し
た
。

-
車
い
す
か
ら
乗
降
し
や
す
い
福
祉

タ
ク
シ
ー
の
購
入
に
対
す
る
助
成
制

度
を
新
た
に
設
け
る
な
ど
、
福
祉
の

ま
ち
"
つ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

置
国
体
の
競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
開
催

手
支
援
す
る
な
ど
2
0
0

o年
と
や
ま
国
体
の
開

催
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

-
県
西
部
に
お
け
る
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
中
核
施

設
、
富
山
県
西
部
体
育

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
〈
7
月
〉

県広報と廿ま 2000.1・ 12・ 県広報と哲彦 2000.1

-
小
・
中
・
高
校
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
の
専
門
家
を
生
徒
指
導
支
援
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
派
遣
す
る
な
ど
、
い
じ
め
や
不
登
校

対
策
を
進
め
ま
し
た
。



科
学
・
文
化
の
振
興

・
産
学
官
が
連
携
し
て
研
究
開
発
を
行
い
、

新
し
い
技
術
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
R
S
P

事
業
(
地
域
研
究
開
発
促
進
拠
点
支
援
事
業
)

を
進
め
ま
し
た
。

-
日
本
文
化
の
美
を
紹

介
す
る
富
山
県
水
墨
美

術
館
が
オ
ー
プ
ン
。
横

山
大
観
展
に
は
五
万
八

千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

〈

4
月〉

-
桜
町
遺
跡
存
全
国
に

紹
介
す
る
と
や
ま
縄
文

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開

ゃ
な
い
だ
ぬ
の
お
や
ま

催
や
柳
田
布
尾
山
古
墳

の
発
掘
調
査
存
v

支
援
し
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
に
肉
食
恐
竜
の
歯

の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
大
山
町

の
恐
竜
足
跡
化
石
露
頭
面
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
恐
竜
骨
格
化

石
を
対
象
と
し
た
調
査
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特集県政'99一年のできごと

恐
竜
の
歯
の
化
石

若
者
と
女
性
の
力
を
社
会
に

・
子

Y
5と
や
喜
い
議

会
、
十
二
歳
立
山
夢

登
山
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
が
心
豊
か
で
た
く
ま

し
く
成
長
し
て
い
く
た

め
の
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
〈8
月〉

-
北
陸
自
動
車
道
朝
日
に

i
上
越
に
問
の
四

車
線
化
と
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
福
光
j
上

平
問
、
能
越
自
動
車
道
福
岡
j
高
岡
聞
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
一
年
度
内
の
完
成
を
め
ざ

し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

立南 .
山郷富
大大山
橋橋北

宣の大
山宮橋
町室の
;情四

士官車
両岡線
)市化

白ま備道向スヘ要解完福夫音
月しが路伐改宇観消堵次門山
〉た進の主善クプ古や渋い町市
。み整要にセ地主滞でて)

-
子
ど
も
た
ち
の

国
際
性
存
育
む
た

め
、
環
日
本
海

子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
。
富
山

県
と
中
国
遼
寧
省
、
韓
国
江
原
道
、

ロ
シ
ア
沿
海
地
方
の
中
学

一
年
生
が

話
し
合
い
、
環
日
本
海
子
ど
も
ア
ピ

ー
ル
を
発
表
し
ま
し
た
。
〈8
月〉

-
二
十
四
時
間
対
応
の

子
育
て
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
を

開
設
す
る
な
ど
、
家
庭
教

育
に
つ
い
て
の
相
談
体
制

を
充
実
し
ま
し
た
。

〈日
月
〉

子育てほっとライン

宮 076(433)4150
受付時間

月~金曜日 10:00~23:00 
土曜日 17:00~23・ 00
※その他の時聞はFAXで対応

長
寿
・
余
暇
社
会
へ
の
対
応

・
高
齢
者
に
よ
る

ヘ
ル
パ

l
活
動
に

助
成
す
る
な
ど
、
元

気
な
高
齢
者
の
活

動
を
支
援
し
ま
し

た
。

12歳立山夢登山
国
際
化
時
代
へ
の
対
応

・
県
が
運
営
を
支
援
し
て
い
る

(
財
)
環
日

ナ

ウ

パ

γ

プ

本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
が
N
O
W
P
A
P

て
(
北
西
太
平
洋

一
地
域
海
行
動

計
画
)
の
地
域

活
動
セ
ン
タ
ー

に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
〈4
月〉

-
富
山
県
と
中
国
遼
寧
省
と
の
友
好
県
省
締

結
十
五
周
年
を
記
念
し
て
友
好
代
表
団
が
相

互
に
訪
問
し
、
記
念
式
典
や
記
念
美
術
展
な

ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
〈5
月

-m月
〉

-
富
山
県
が
事
務
局
を
務

'
め
て
い
る
北
東
ア
ジ
ア
地
域

圃
自
治
体
連
合
の
実
務
委
員

惇
会
が
開
催
さ
れ
、
環
日
本

占
海
諸
国
の
自
治
体
に
よ
る

共
同
事
業
等
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈

7
月〉

快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

・
「
た
っ
し
ゃ
け
気
つ

け
ら
れ
ェ
」
運
動
を
通

年
実
施
す
る
な
ど
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
道

路
照
明
や
反
射
板
な
ど

の
効
果
的
な
配
置
に
よ

っ
て
夜
間
の
交
通
安
全

対
策
を
進
め
ま
し
た
。

-
国
の
環
境
影
響
評
価
法
が
定
め
る
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

富
山
県
環
境
影
響
評
価
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。
〈6
月〉

-
富
山
広
域
圏
の

ご
み
処
理
施
設
や

砺
波
広
域
圏
の
最

終
処
分
場
の
整
備

に
助
成
。ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
対
策
な
ど
、

廃
棄
物
の
適
正
処

理
に
努
め
ま
し
た
。

新
附
紀
へ
の
産
業
展
開

-
企
業
・県
民
・
行
政
の
連
携
に
よ
る
「
創
造
的

事
業
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
環
境
、
つ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
す
る
富
山
県
新
産
業
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
〈6
月〉

-
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
て
県
内
企
業
の
売
れ
る

モ
ノ
づ
く
り
を
支
援
す
る
富
山
県
総
合
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。

富
山
県
産
業
高
度
化
セ
ン

タ
ー
、
高
岡
市
デ
ザ
イ
ン
・

工
芸
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、

高
岡
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
の
中

核
施
設
と
し
て
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。〈
9
月〉

-
大
気
や
土
壌
等
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃

度
測
定
や
河
川
の
環
境
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て

の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

県広報と哲彦 2000.1・ 3

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

・
砺
波
平
野
の
散
居
の
風
景
を
守
り
伝
え
て

い
く
た
め
の
基
本
計
画
(散
居
村
田
園
空
間

計
画
)
の
策
定

に
取
り
組
み
ま

し
た
。

県
土
の
保
全
と
活
用

・
平
成
十
年
豪
雨
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
た

都
市
河
川
な
ど
の
災
害
防
止
策
を
検
討
す
る

た
め
、
河
川
現
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

-
立
山
の
室
堂
平
で
整
備
を
行
っ
て
い
た
新

立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
建
物
が

完
成
。
今
年
七
月
中
旬
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

交
通
・
情
報
通
信
体
系
の
整
備

し
ゅ
う
す
い
し

.
富
山
空
港
と
大
連
周
水
子
国
際
空
港
と
の

友
好
空
港
提
携
の
調
印
が
行
わ
れ
、

富
山
・

大
連
便
の
発
展
と
友
好
交
流
の

一
層
の
促
進

を
め
ざ
し
て
、
研
修
交
流
や
情
報
交
換
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。〈
日
月
〉

-
平
成
十
年
に
開
催

さ
れ
た
第
八
回
全
国

食
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

の
成
果
を
引
き
継
ぐ

食
祭
と
や
ま
W
-
m
ふ
く

の
を
開
催
し
ま
し
た
。

〈日
月
〉

工
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

-
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
交
流
の
促
進
を

目
的
に
、
展
示
商
談
会
や
投
資
環
境
説
明
会

な
ど
を
内
容
と
す
る
N
E
A
R
幻
(
北
東
ア
ジ

ア
経
済
交
流

E
X
P
O
)
が
開
催
さ
れ
、
大

き
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。
〈印
月
〉

-
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
小
企

一話
旧

業
を
支
援
す
る
た
め
、
各
種
融
資
制

一組
航

一
円
口
、
j

度
や
信
用
補
完
制
度
に
よ
っ
て
資
金

一旬
判

の
円
滑
化
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、
過
剰

一誌

な
取
立
リ
一て
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い

一回
目

る
商
工
ロ

l
ン
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
百
円

等
か
ら
の
苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

4・ 県広報と世ま 2000.1



TOPICS [トピックス]

-
中
心
市
街
地
の
活

性
化
の
た
め
、
空
き
屈

舗
を
活
用
し
た
実
験

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
市
町

村
等
が
実
施

す
る
先
進
的

な
事
業
を
支

援
し
ま
し
た
。

-
平
日
の
夕
方
や
土
曜
日
に
4

長

人

情
報
を
閲
覧
で
き
る
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク

情
報
プ
ラ
ザ
を
開
設
し
て
求
人
情
報

の
提
供
機
能
存
強
化
す
る
と
と
も
に
、

合
同
就
職
(
再
就
職
)
面
接
会
の
開

催
回
数
も
増
や
し
、
新
規

・再
就
職

を
支
援
し
ま
し
た
。

雇
用
と
勤
労
者
福
祉

-
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
九

月
に
富
山
県
総
合
的
雇
用
対
策
存
策
定
。
民

間
企
業
に
よ
る
雇
用
の
維
持
・
創
出
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
基
金
を
設
置
し
て

雇
用

・
就
業
機
会
の
創
出
の
た
め
の
事
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

-
平
成
十
三
年
度
か
ら
の
新
し
い

総
合
計
画
の
策
定
準
備
に
本
格
的
に
着
手
。

二
十

一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
県
消
つ
く
り
の
課

題
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
提
案
募
集
な
ど
県
民
参

加
に
よ
る
計
画
m

つ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

-
全
国
の
新
聞
や
首
都
圏
の
テ
レ
ビ
な
ど
に

ユ
ニ
ー
ク
な
広
告
を
展
開
。
注
目
を
集
め
る

と
と
も
に
、
新
聞
広
告
賞
優
秀
賞
や
ギ
ャ
ラ

ク
シ

1
賞
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
高
い
評

価
を
得
ま
し
た
。
〈
3
月〉

， 
、弘

-
世
界
三
大
野
生
生
物
映

像
祭
の
ひ
と
つ
ジ
ャ
パ
ン
・

ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
鈎
が
開
催
さ

れ
、
大
勢

の
観
客
で

に
ぎ
わ
い

ま
し
た

。

〈

8
月〉

-
新
富
山
県
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

組

織
機
構
の
簡
素
合
理
化
や
事
務
事
業
の
見
直

し
を
推
進
。
三
月
に
は
、
職
員
削
減
の
数
値

目
標
(
平
成
十
二
年
度
か
ら
五
年
間
で
一
般

行
政
部
門
の
概
ね
五
%
)
な
ど
中
期
的
な
重

点
課
題
と
と
れ
に
対
す
る
方
針
等
を
明
確
に

し
た
行
政
改
革
推
進
方
針
存
策
定
し
ま
し
た
。

い、 ，~ I燃やして良いのは"のトキメキだけ
ペ:bll細山叩山

~残して良川開"だけ
ア危I:J'.M~.~~い令

要するに「圏内で火を使わないでJということのようです。このほかに
も、案内板には「残して良いのは足跡だけ(ごみは持ち帰りましょう)J

とか、「とって良いのは写真だけ(草花を傷つ

けないように)J芯ど、植物園からのお願いが

ユーモアたつ13¥0に書かれています。

こんな風に言われると、ストレートに注意さ

れるよりも、何だか素直に言うことをきいて

しまいそうな気がします。

制作者のセンスの良さに思わす感心してしまいました。

燃やして良いのは胸のトキメキだけ

9日県産材振興
16日とやまの博物館

23日ふるさと探訪(福光町)

30日冬のおすすめスポット

とやま超発見 1 富山テレビ

フォーカス・イン2 毎週日曜 9:00-9・30

9日新年を迎えて

16日冬の科学

23日とやまの建築

30日世界のお正月

チューリップテレビ
第4日曜 10:00-10:52 

1月の放送はお休みしま言。次回の放送は2月27日です。

FMとやま
毎週月曜~木曜日:30-11:40
毎週土曜 11:30-11:55 

北日本放送テレビ
毎週日曜 11:00-11:30

こんにちは富山県です

富山見たモン勝ち

とやま県聞録

-・・・亘書室歪置tiD，lE盟ヨ置・・1
国体イメージソング「あいの風J完成
山田村を皮切りに地域振興券の交付開始

2月定例県議会 (~3月 16日)
ナウパップ

(財)環日本海環境協力センターがNOWPAPの地域活動セン

ターに指定

4月16日境A遺跡の出土晶が、県内考古資料としては2件目の国重要

文化財に指定

富山県水墨美術館オーブン

県内初のNPO法人の認証

新総合計画策定に向けた課題研究会がスター卜

柳田布尾山古墳発掘調査 (~9月28日)

第1回やさしい福祉のまちづくり賞表彰式

散居村田園空間計画策定委員会が初会合

6月定例県議会 (~25 日)

大山町で恐竜の歯の化石が発見される

富山県新産業ビジョン策定

富山空港初のハワイへのチャーター便が就航

富山県環境影響評価条例制定

2000年とやま国体標準献立発表会

知事のまちまわり(福光町)

井波中学校を皮切りに、社会に学13i14歳の挑戦がスター卜

(-11月20日)

富山県国際健康プラザ(とやま健康パーク)オーブン

北東アジア地域自治体連合実務委員会 (-15日)

富山県西部体育センター完成

第35回献血運動推進全国大会

(皇太子ご夫妻ご来県ア月 21 日~23日)

桜町遺跡で圏内最古の屋根が出土

とやま縄文フェスティ J I.Jレ (~8月5 日 )
みのり

日本の棚田百選に長坂(氷見市)、三乗(八尾町)の2地区が選定

県立図書館リニューアルオーブン

伏木港開港100周年記念式典

子どもとやま県議会

ジャパン・ワイルドライフ-フェスティパル'99(~22日)

環日本海子どもフォーラム

12歳立山夢登山 (-24日)

富山県雇用対策推進本部設置

全国運河サミットinとやま
富山国際会議場(大手町フォーラム)オーブン

小測首相来県、山田村を視察

知事のまちまわり(大沢野町)

2000年国体富山県実施本部設置

富山県総合デザインセンター等3施設(サンセンター)が

オーブン

富山県総合的雇用対策策定

9月定例県議会 (~30日)

アジア・アマチュア演劇サミット日本会議 In 利賀 (~18日)

県民芸術文化祭'99オープニングフエスティJI.Jレ

介護保険の要介護認定申請受付スタート

富山県-遼寧省友好県省締結15周年記念式典

富山空港と大連周水子園際空港との友好空港提携調印

NEAR21 (北東アジア経済交流EXPO) (~15日)

歩くアルペンルート完成

きらりんびっく富山1:年前イベント「きらりんフェスダ99J

知事のまちまわり(宇奈月町)

環日本海環境保全国際フォーラム inTOY AMA'99 (~27日)

知事のまちまわり(婦中町、山田村)

食祭とやま'99inふくの(-7日)

富山県総合福祉会館(サンシッブとやま)オーブン

2000年とやま国体の成功を期する大会
ワック

北陸広域連携観光振興会議(北陸WAC2l)

南郷大橋新設橋完成(25日富山北大橋4車線化、 27日立山大

橋完成)

12月定例県議会 (-20日)

200X年冬の火祭り(31日カウントダウン)

4月29日

5月12日

5月26日

5月28日

5月31日

6月11日

6月14日

6月16日

6月24日

6月28日

6月30日

7月 5日

7月 9日

7月14日

7月15日

7月22日

1月 4日

2月20日

2月26日

4月 7日

も県S活
発
な
意
見
と
提
言
相
次
ぐ
。

一
日
庁
議

す
る
な
ど
、
県
政
に

関
す
る
理
解
を
深
め

て
一
日
庁
議
に
の
ぞ

み
ま
し
た
。

-

一
日
庁
議
で
は
出

席
者
か
ら
、
「
女
性
の

地
位
向
上
の
た
め
の

施
策
を
」
「
既
存
の
県

有
施
設
の
有
効
利
用

を
」
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
、
中
沖
知

事
は
2
畠
山
県
で
は
、

学
校
な
ど
教
育
機
関

で
の
女
性
管
理
職
の

比
率
丘
高
い
一
方
で

民
間
の
管
理
職
登
用
率
が
極
め
て
低
い

と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
女
性
の
社

会
進
出
に
向
け
て
ね
ば
り
強
く
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
」
、
「
こ
れ
か
ら
は
施
設
の

建
設
よ
リ
も
、
そ
の
維
持
活
用
を
図
る

方
向
で
工
夫
し
て
い
き
ま
す
」
な
ど
と

答
弁
。
「
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
わ
か
リ

に
く
い
」
と
い
う
指
摘
に
対
し
て
は
、

「
早
速
、
改
善
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
」

と
約
束
し
ま
し
た
。

掴
ま
た
、
E
民
業
の
地
昧
な
イ
メ
ー
ジ
を

払
拭
す
る
た
め
に
、
農
業
が
工
夫
次
第

で
収
益
の
あ
が
る
『
脳
業
」、
若
者
に
も

魅
力
の
あ
る

『N
O
W
(ナ
ウ
)
業
』
で
あ

る
こ
と
を
も
っ
と
P
R
す
べ
き
」
と
い

っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
提
言
も
出
さ
れ
、
知

事
が
「
県
の
農
業
施
策
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
使
い
た
い
言
葉
で
す
ね
」
と

感
心
す
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

-
県
で
は
、
一
日
庁
議
で
出
さ
れ
た
意

ロM
4

・E
/
1
1
1
¥
 

月
内

4
4

・・

-
県
民
の
皆
さ
ん
を
一

日
部
長
に
委
嘱

し
て
県
政
に
対
す
る
意
見
や
提
言
を
い

た
だ
く
「
一

日
庁
議
」
が
十
二
月
一
日
に

開
催
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
が
昭
和
六
十

年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
十
五
回
目
と
な
り
ま
す
。

-
今
回
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
県
内
の
各

分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
十
名
の
皆
さ

ん。
十

一
月
十
六
日
に
中
沖
知
事
か
ら

辞
令
交
付
を
受
け
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
局
か
ら
重
点
事
業
等
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
り
、
主
要
な
施
設
を
視
察

7月26日

7月28日

8月 1日

8月11日

8月19日

8月22日

8月23日

8月24日

8月26日

8月28日

8月31日

9月 1日

9月 3日

見
や
提
言
を
検
討
し
、
今
後
の
県
政
に

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
問
合
せ
企
画
部
広
報
課

8
0
7
6
(
4
4
4
)
3
1
3
3
 

一
日
部
長
の
皆
守
ιん

-
総
務
部
長

ナ
ル
シ
サ
・
ウ
イ
・
ユ
さ
ん

(英
語
教
室
講
師
)

こ
ど
も
た
ち
の
ロ
歳
を
考
え
る
会
(未
来
財
団
)委
員

-
企
画
部
長

松
島
和
美
さ
ん
(
会
社
役
員
)

と
や
ま
の
方
言
を
考
え
る
会

(未
来
財
団
)
委
員

21捕 さ・
世長E生
翌越し這
2照;境
青正3部
年さ長
機ん
構(

甲車
A 
.A 
Z主

長

-
厚
生
部
長

新
村
純
子
さ
ん
(
看
護
婦
)

富
山
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
会
長

新 R:J;伝3・
技s.:.*~商
術丘町長工

ii潤渇
創域? 部
出研全長
研究室

塁望荘
萎 i~ 社
員選長
刷)

点
支
援
事
業

高会い.

堕山主農a "}JA("林
主朱f毒
薬美i部
土さ長

議ん

雪量

とやまの情報お伝えします!
[ 1月の県政番組] ※タイトルは、いずれも仮題です。

-
土
木
部
長

辻
和
夫
さ
ん
(
洋
服
店
経
営
)

黒
部
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
-

黒
部

P
円
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

-
2
0
0
0年
国
体
局
長

山
口
昌
広
さ
ん
(
会
社
社
長
)

き
ら
り
ん
び
っ
く
富
山
ふ
れ
あ
い
運
動

推
進
協
議
会
副
会
長

自響聖
書垣警
暴絶.3量
用日~!
主ぎ』
ユ旦 f.. 

利二三
用会

書tl
墨投
歪員
Z王

長

-
教
育
長

鈴
木
京
子
さ
ん
(
薬
剤
師
)

富
山
県
P
T
A連
合
会
副
会
長

9月10日

9月16日

9月17日

9月23日

10月 1日

10月12日

10月13日

10月15日

10月16日

10月18日

10月26日

11月 4日

11月 6日

11月11日

11月19日

11月22日

富山ほっとスペース

福野町園芸植物園(フローラルパーク)

の駐車場で不思議芯案内板を見つけま

した。

12月 6日

12月25日

このコーナーでは、皆さんからの情報をお待ちしています。気の利いた案内板などを

見かけたら、写真や簡単な地図を添えてお知らせください。掲載分にはお礼を差し上

げます。

送付先

このほか、新聞広報やインターネットでも県政情報をお伝え

しています。

・新聞広報「県か5のお知5せJ1月15日に掲載

・富山県ホームページ http://www.pref.toyama.jp/ 

県広報と廿手 2000.1・ 5

干930・8501(住所記載不要)
県庁広報課「富山ほっとスペースj係

6・県広報と哲彦 2000.1



競技等 2/20 2/21 
(日) (月)

クロスカントリー 9:30"-' 13:00~ 

スペシャルジャンプ

コンバインド
ジャンブ 9:30，，-， 

クロスカントリー 9:30~ 

ジャイアントスラローム 9:00-I 9:00-

バイアス口ン(公開競技) 9:00~ 

スキー競技会閉会式

2/22 
(火)

10:00~ 

9:30，，-， 

9:30-

16:00-

iZhミh 場
(0-。は会場案内図の番号)

。栗巣野特設クロスカントリーコース

@富山県スキージャンプ場

@富山県スキージ‘ャンプ場

。粟巣野特設クロスカントリーコース

@極楽坂スキー場ジャイアントスラロームコース

。上平タカンポースキー開設ICイアスロン競技会場

大山町立社会体育館

く冬季大会スキー競技会開会式〉

日時 2月19日比)13:00-
会場/大山町営総合グラウン|等

2000年国体d罵開けと芯る冬季大会。
開会式は、感動の始まりにふさわしく、「あいの風」が

吹き始めるイメージで華やかに展開されます。

※バイアスロン競措の開始式は、2月20日(日)16:00より上平村立上平小学校体育館で開催されます。 ※開会式は入場券をお持ちの方のみ入場できます。
※スケート・アイスホッケー競技会は、青森県で開催されます。 当日券はありません。

-会場のご案内
競技会場(大山町)

立山駅=旬
至称名滝

常願寺川

第55回国民体育大会あいの風夢のせて

2000年とやま国休
・冬季大会 2月19日国-22日図
.夏季大会 9月 9自国-12日図
・秋季大会 10月14日田-19日圏

自分にチャレンジ/あしたにチャ

第36回全国身体障害者スポーツ大会

きらつんぴっく富山
10月28日田-29日目

8・ 県広報と13苦 2000.1

富山地方鉄道立山線

環境にやさしい国体のために、ひとりひとりから。

※開会式当日、大山町上滝地区周辺の道路は交遇税制
ヵマラわれますので、ご注意くださし1。

バイアスロン(公開競技)
クロスカントリーと射撃を組み
合わせた競技なんだけど、北陸
での開催は初めてなんだ。都道
府県対抗の得点対象にならない
公開競技だけど、見どころいっ
ぱい。体力と集中力を発揮して、
がんば.れ1

豆本宮居U‘立山I.Cかう車で約40分
ヨ副・富山地方鉄道立山駅から
パスで約5分(有料)
(JCスは電車の到着ごとに出発します)

ごみの減量化のため、各会場にお持ちに芯った食品の包装紙-残り物などのごみは原則としてお持ち帰りくださるようお願い
します。お持ち帰りになれない場合lま、所定のごみ箱に分別してお入れください。ご協力をお願いします。

大会についてのお問い合わせはハローダイヤルで (1月16日かう開設)

ハローダイヤル (9:00~20:00) 2000年国体富山県実行委員会
TEL076(431) 8600 干930-0094富山市安住町2番14号
または#8886Cプッシユ回線のみ) 北日本スク工ア5F

ホームページもご利用できます・ 2000年国体ホームページ TEL076 (444)9667 
http://www.pref.toyama.jp/Iくokutai/ FAX 076 (444) 9669 

競技写真提供/北日本新聞社

感動の1年が始まる。
今年の富山は感動がいっぱい。冬季大会、夏季大会、秋季大会、

きらりんぴっく富山(第36回全国身体障害者スポーツ大会)と、

1年を通して熱戦が繰り広げられます。会場は、県内すべての

市町村。あ芯たのまちにもドラマが待っています。また、 2000

年国体lま、みんなの国体、私たち一人ひとりの積極的な参加が
国体の成功につながります。参加の方法は、いろいろ。選手を温

かく迎えること、応援すること、まちをきれいにすること、ボラ

ンティアに参加すること。できることから参加してみましょう。

感動の輪が広がり、きっと素敵な1年になるはすです。

} 
'_ . ~-"剛.... -
団体ボランティア「あいの風メイト」の皆さん
(冬季大会の基礎研修にて)

2000年未来の扉とやまから
中谷智美さん(大山町)の作品

~';'.n". 、~t;~~ ~r.r-: 1たI)! 

国体では、選手をはじめ、全国から、たく

さんの人が富山を訪れます。「ようとそ」

の気持ちで温かく迎えましょう。誰でも、他のまち

へ行って親切にしてもらったら、とてもうれしいし、

いいまちだと思いますよね。駅で、道で、会場で、あな

たの笑顔とJ3¥れあいが心を伝えます。富山のよさを

アピールして、全国に富山ファンを広げましよう。

つくろうね すてきな国体物語

甲田 詩織さん(富山市)の作品

スタンプを集めれば、すてきな景品がもうえる。

12000年固体スタンプラリー」

指定のスタンプ帳に各会場にある時丸のスタンプを

5会場分集めて応募すると、抽選で海外旅行なζの

景品が当たります。スタンプは、冬、夏、秋の各大会、

リ)¥-'サル大会、きらりんびっく富山の会場に設置。

スタンプ帳は、各競技会場、スポーツ施設、スポーツ

用品居、県庁、市町村役場にあります。

スポーツの感動を体験しよう。

圏内トップレベルの選手たちが競い合う国体には、

限界に挑戦しつづける人間のパワーがみなぎってい

ます。2000年国体は、トップレベルの競技を間近

で観戦し、スポーツのすばうしさを体験する絶好の

機会です。惜しみ芯い声援と拍手で、選手たちと感

動を分かちあいましょう。

がんばれ!富山の選手たち!

あなたの応援が崎選手のエネルギー。

2年前の国体では男女総合11位、

昨年はア位。富山県の選手たちは、着実

に力を付けています。選手にとって、応援は大きな

エネルギー。きっと活躍の力になります。全県に

広がる会場に出かけて、熱い声援を送ってください。

熱い声援みんなで燃えよう 2000年国体

宮本由くん(富山市)の作品

島
クロスカントリー

Å'f>~ E;~;y.γ ， 
Wと， ~ " ~ .."，‘4・

安w …昼
1日目カずジャンフ'.， 2日目はク

起伏のあるコースをスキーで走
る競技だよ。スキーで森をかけ
めぐっていたのが始まりなんだ。
順イ立はタイムで決定。f可キロも
走るんだよ。みんな、がんばれ|

スペシャルジャンプ
シ‘ャンプは2因。飛距離点と飛
型点の合計で順位が決まりま
ーす。

ジャイアントスラローム
大回転競技のこと。国体特別
規則により、1回の滑走タイム
で順位カf決まるんだ。

ロスカントリー。クロスカント
リーのスター卜)11買(タイム差)
は、ジ、ヤンプの成績で決まる。
先にコールした人から順位が決
定するんだよ。

博 2000.1・7.



.~í ... ~cHcÞ ; 情報
アートジャングルこどもとたんけん
[1/30 (日)までl
子どもたちを中心に当館の収蔵作品を鑑賞
してもらう現代美術展。

一般 300円/高・大200円/小・中 150円

セゾン現代美術館コレクション展
[2/18(金)~4/2 (日 ) ]

110を除く)・祝日の

常設展示

立山の自然や立山信仰について解説します。

※まんだら遊苑は、3月末まで休苑です。

遁望館(映像ホール)の上映時刻
10・00，11 :00， 13:00、14:0口、15目。。
(「新立山霊奈羅絵図」と「風一立山1995Jを上映)

9:30~1 7 : 00 

⑮月曜(1/10を除く)・祝日の翌日(1/11)
展示館一般300円高・大 240円;j，.中 150円
這望館一般 100円高・大 80円小・中 50円

産後ママのための健康づくり教室
[第 1.3 . 5水曜 10 : 20~ 11 :50] 
スリム主主体型に戻るためのエアロピクス
1，200円(入館料込)※託児あり(無料)

健康スタジアムは平日夜10時までオーブン(日-祝
は夜フ時まで)利用料金には、運動ウ工アや夕刻レ、

パスタオルの使用料が含まれているので手ぶらで1.• 
OKです。仕事帰り芯どにもお気軽にどうぞ! 製

九 月曜(1パOを除く)・1/11
スタジアム 10:00~22:00 (日・祝は19:00まで)1重晴
日1，800円/2時間半 1，500円/1時間 1，000円

企画展示「私の植物画展1
[1 ハ 4 (金)~2/2(水) ]
一般かう募集した植物画を展示します。

日曜植物案内
[1/9 (日)11:00~ 12 : 00 ] 
[2/6(日)11 :00~ 12 : 00 ] 

趣昧の木工教室
(道具編)

[1/23 (日)9:00~ ] 要申込
材料を組み立てて大工道具箱を作ります。

材料費3，000円

.ラ・ポル

ウyドリーム
県立大学・ 富山

GS. 
パスコ・ ・珊埴科学

センタ

至高岡 . 

企画展「越のクニ誕生J
[917 (木)まで]
随(こしMと呼ばれた日本海沿岸の也域には、律
令国家l乙組み込まれるまで独特の文化が栄えて
いたとし刈つれています。県内遺跡の資料かう腿J
におけるク二誕生の様子を紹介します。

日

10・ 県広報t1きま 2000.1

歪小.jjl.C 主閣凶ランド

主，)唱

常設展示「近代水墨画の系譜j
ぜいそん

横山大観、前田青郁芯ど、近代の代表的な作

家の水墨画を毘示。
か Ia:あきら

常設展示「下保昭作晶室」
富山県出身の日本画家、下保昭氏の作品を展示。

※下保昭の近作を紹介するiF保昭展jが2/22(火)
~3/26(日)に開催されます。

9:30~17:00 

⑭月曜(1/10を除く)・祝日の翌日(1/11) 
常設展示観覧料(展示室以外は無料)
一般 200円高・大 160円小・中 100円

常設展示

立山カルデラの自然や人とのかかわりを、ジオ

ラマや映像などで解説します。

ハイビジョン映像の上映時刻

10:00、11:00、13:00、14目00、15目00、16:00
(1立山カルデラ大地のドラマJ(立体映像)と
「もうひとつの立山Jを上映)

9:30~17:00 

⑮月曜(1/10を除く)・祝日の翌日 (1/11) 
一般 400円高・大 320円小・中 200円

節分会
[1/30(日)12・30-13:30、14・30-15:30]

お正月遊び
[2/13(日)まで]
お正月にちなんだ楽しい遊びが体験できます。

造形発見広場「メタル」
[2/27 (日)まで]
金属が奏でる色々芯音が楽しめます。
材料代100~300円

9 : 30~17:00 

⑭火曜・第4水曜・祝日の翌日 (1/11) 
入館無料

菓車両 こども 豆富山

みらい館

左義長祭り
[1/16(日)11 : OO~ 15:00] 
福引き(園児・小学生先着500名)や、おしるこー'
サービスなど

ベタンク太閤山ランド大会
[1129 (土)9:00~ 15 ・ 00 ]
新しいスポーツのペタンクで、冬の運動不足|喜
の解消と仲間づくりを 量

9 :00~17 : 00 ⑭火曜・祝日の翌日 、 1 /26
入園無料。月までは駐車場も無料)

歪，)噌IC 太閤山ランド

※日・祝と第2・第4土曜日には圏内無料パ|歪胴
スも運行しでいます。

20005いちょうバレー雪の祭典
[2ハ2(土)・13(日)]
主な内容
2ハ2山麓鍋無料配布、たいまつ滑降
2ハ3雪の女王コンテスト、ミニコンサート

8:30~17:00 毎日ナイター営業 (17:00~21:00) 
3/5までの土曜・祝前日は23:00まで営業
1日券中学生以上4，200円小学生以下2，700円
半日券 。 3，000円 。 1，900円
ナイヲー券 。 2，300円 。 1，500円

オルビスと巡る

f舞台芸術・芸能一発見ライブJ
Vol.16即興ダンスっておもしろい!
[2/11 (祝) 18:30~ ] 
出演/岩下徹

ダンスワークショップ
[2/12(土)14: OO~ 17:00] 
ダンスは初めてという方もお気軽にご参加

ください。

ともに3，000円

...... 

農家の生産意欲の向上について (70代男性)

農業の中でも米づくりは、機械化の負担や米価の見通しを

考えると先行きに不安を感じる。生産意欲を向上させる

適切な指針を示してもらいたい。

V農家の皆さんに意欲を持って米つ.くりに取り組んでいただくた

めには、おいしい富山米を低コストて全産し、消費者に安定した

供給かできる体制を確立していくことが大切です。V県では、全

国に先駆けて美味しい米づくり対策に取り組んでおり、本県産の
しょくみ

コシヒ力リは4年連続て食味ランキングで「特AJという最高の格

付けを受けました。 Vまた、農家の皆さんと協力しながら、集落
じかまき

営農や直播栽培などの普及に努めています。....さらに県では、来

年3月までに、農家の皆さんガ清欲を持つ

て農業に従事し、豊かな農村社会を構

築できるよう、農業に関する長期計

画の見直しを行うことにしています0

.震林水産部生産流通課

ホームヘルバーの養成について (60代女性)

介護保険制度の実施を前に、ホームヘルパーの不足が心配され

ています。年齢を問わず意欲のある方に時びかけて、有資格者

を増やすべきではないでしょうか。

""4月から実施される介護保険制度の

うち、在宅サービスについては、訪問介

護(ホームヘルプ)事業が柱となります。

このため、その担い手となるホームヘル

パーの養成が重要です。....県内のホーム

ヘjレパー養成研修の修了者回全年3月末現

在で延べ4，500人にのぼっておリ、今年3月までには、さらに1，000人

以上の養成を見込んでいます。Vまた、県では今年度から新たに、

元気な高齢者を対象にしたホームヘjレ)¥ー養成研修を実施するとと

もに、元気な高齢者によるヘルパー活動に助成しています。この取り

組みにより、高齢者の豊かな経験や能力を活用したへjレバー活動が

充実するものと期待しています。

県では、県民の皆さんの声を県政に反映させるための

公聴活動に力を入れています:今回は、皆さんから寄せら

れたご提言やご意見の中からいくつかを挙げて紹介し、

これに対する県の考えや取り組みをあ知らせします。

県主催行事での託児サービスについて (30代女性)

子育て中でも積極的に社会参加できるように、県カ注催

する行事には託児サービスをお願いできないでしょうか。

V県では、子育て中の方が気軽に

文化活動などに参加できるようにす

るため、県や文化振興財団が開催

する催しに臨時保育室を設置して、

乳幼児を無料でお預かりする事業を実施しています。 V平成

11年度は、県民力レ、ソジの夏季講座、こどもみらい館のおも

ちゃ講座、高岡文化ホールのコンサ-卜などについて、全部で

60回の臨時保育室を設置しました。Vまた、昨年7月にオー

プンした「とやま健康パークJには「ちひ‘っこ室」があり、乳
幼児を無料でお預かりしています(乳児は事前予約が必要)0

v県では、 今後も臨時保育室の設置を促進していきます。

.厚生部児童家庭課

違法看板の撤去について (50代男性)

道路の電柱などにピンク看板を立てかけてあるのをよく

自にするが、このような違法看板は、通行の邪魔になる

し、青少年に悪影響を及ぼす。早めに徹去してほしい。

V警察署員か現場で確認したところ、ご指摘の立て看板は、

既に市の屋外広告物対策協議会によって取りタ卜されていま

した0""違法な立て看板等については、各市町村が協議会
を結成し、週1回除去作業を行っています白また、住民か

らの連絡か百対Ueにそのつど個別の除
去作業も実施しています口 V街頭で

違法な立て看板を発見した場合には、

遠慮なく各市町村又は警察署へ連絡

してください。

園警察本部生活安全企画課

.厚生部高齢福祉課 ビジネスチャンスを生み出すための施策を (30代男性)

新しい事業を起こしたいと思うのですが、県内には情報が

少なく、どうしたらよいかわかりません。 このような時に

応援してくれる制度があれば、富山県の発展にもつなが

これからも次の方法で、いろいろな声を

お寄せください。

・知事へのはがき

県庁窓口や県刊行物センター(県民会館 l階)、

市町村役場窓口に備え付けてあります。

・県民相談電話・FAXなど
TEL 076(431)3131※時間外は留守番電話

FAX 076 (444)3300 

電子メ→レ|くoho@pref.toyama.jp

・問合せ・ご意見は、
企画部広報課まで TEL076(444) 3133 

ると思うのですが。

V県では、県内企業や個人起業家による新規創業や新事業展開を促進するために、

研究開発、経営、技術などの各種支援施策を積極的に展開しています。V昨年7月

には、(財)富山技術開発財団内に「新事業創出相談センター」を設置するとともに、

産業支援機関や試験研究機関、大学などとネ、ソトワーク化を図り、商品の研究開発

から事業化までを総合的に支援する体制 (プラ、ソ卜フォーム)を整備しています。Vプ

ラットフォームでは、同センターを中心に、新事業創出に関する相談や情報提供を行

うとともに、フォーラムや交流会を開催しています。ぜひご利用ください。

圃商工労働部商工企画課

新事業創出相談センター ft076(433)6788 

県広報t~* 2000.1・ 9
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行
列
で
あ
る
。

コ
乗
り
こ
ん
だ
乗
り
こ
ん
だ
お
馬
が
乗
り
こ
ん
だ

春
の
初
め
の
初
午
な
ん
ぞ
」
。
子
ど
も
た
ち
は
、

の
り
と

家
に
上
が
る
と
、
祝
詞
を
上
げ
、
大
き
な
声
で
初

午
の
う
た
を
歌
う
。
軽
快
な
太
鼓
と
歌
声
に
合

わ
せ
て
、
赤
い
紐
を
つ
け
た
ワ
ラ
の
馬
が
、
首
の

鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
景
気
よ
く
前
後
に
動
く
。

ひ
ょ
う

最
後
に
、
俵
こ
ろ
が
し
が
、
重
そ
う
に
俵
を
こ
ろ

が
す
滑
稽
な
動
き
で
福
を
そ
の
家
に
運
び
込
む
。

初
午
は
、
五
穀
豊
穣
と
養
蚕
の
繁
栄
を
祈
り
、
約

一
八
O
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
旧
正
月
の
祭

事
で
あ
る
。
練
習
か
ら
当
日
ま
で
、

一
切
を
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
行
う
の
が
特
徴
で
、
今
年
は

一

月
十
六
日
に
家
々
を
回
る
。

ご
祝
儀
を
も
ら
う
と
、
ま
た
次
の
家
ヘ
。
神
の
使

い
と
い
う
「
大
役
」
に
、
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
な
顔

が
静
か
に
続
く
。
時
折
、
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
い

う
鈴
の
音
が
山
あ
い
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

※
県
内
五
十
箇
所
の
「と
や
ま
の
音
風
景
」
を
収
録
し
た
C
D
は

市
町
村
図
書
館
芯
ど
で
お
聴
き
に
な
れ
ま
す
。

1963 編集部から

記録的な積雪量で県民生活を直撃

38豪雪

昭和38年1月16日(水)
県広報とやまの各世帯配布版(年3回発行)は、新聞折

込で各家庭にお届けします。また、通常版伴7回発行)は、

次の場所で無料配布するほか、郵送による定期購読も

受け付けています。

この年の1月、日本付近は冬型の気圧配置が続き、県内は中旬から

激しい雪となった。 1月16日、富山地方気象台は大雪警報を発令、

雪は25日頃をピークに月末まで降り続き、最深積雪は富山で186

cm、伏木で225cm。国道や国鉄が長期間不通となり、生鮮食品の入

荷が途絶えるなど、県民生活は大きな影響を受けた。連日除雪作

業に追われた人々は、冬季交通確保の重要性を痛感し、その後、道

路除雪の機械化や消雪パイプの整備など克雪対策が進展する契機

となった。今では、雪の季節も交通は大きな混乱もなく確保され、

雪は、克服するだけの羽象から、レ........._司~lì 1___ ___ 
クリエーションなどの機会や観光圃・・・酋炉~~. .'
資源として利用し親しむ対象にも圃圃圃圃~\‘ l

なってきている。38豪雪は、「克雪」

から同リ雪J1.親雪Jと連なる富山県
の総合雪対策の原点ともいえる出

来事であった。

主な配布箇所

県庁、県刊行物センター(県民会館l階)、県の各施設、

市町村役場、図書館、文化ホール、公共温泉施設、主な

ショッピングセンタ一、いきいきKAN(富山駅前CIC
5階)、J時R(一部)、富山空港、東京事務所、大阪事務
所、名古屋事務所

定期購読の申込方法

郵便番号・住所・氏名・電話番号・購読回数(通常版の

回数)を明記し、郵送料として 1回当たり 160円分

の切手を同封のうえお申し込みください。

※購読期間中は、通常版-各世帯配布版の両方を郵送しますが、郵

送料の負担は通常版の分だけで結構です。

あて先

干930-8501(住所不要)富山県庁広報課

「県広報とやま」定期購読係

2月号は通常版です。2月1日に発行予定です。

尼話会 本誌l括紙100%鋼生紙を・----2三5三5使用しています。


